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●本会議
　 6 月14日（火）・15 日（水）・16日（木）・28日（火）
●委員会（別室で音声のみ）
【議 会 運 営 委 員 会】 6月 8日（水）・21日（火）
【事業厚生常任委員会】 6月21日（火）
【総務文教常任委員会】 6月22日（水）

後列  左より　

　鈴木　実　　坂上　巳生男　　田中　正旗　　白間　泰男　　服部　脩二　　奥野　博通　　藤本　龍

前列  左より

　矢野　正憲　　糀谷　直人　　鱧谷　陽子　　江川　慶子　　渡辺　豊子　　重光　俊則　　佐古　員規 　

すず  き　　みのる　　　  さかうえ         み    き   お　　　　　た  なか       まさ  き　　　  　しら  ま         やす  お　            はっとり      しゅう じ　             おく  の         ひろみち　          ふじもと      りょう

や   の          まさのり　　       こうじや　　   なお と　　         はもたに       よう  こ　　           え  がわ       けい  こ　　        わたなべ       とよ  こ　　         しげみつ        としのり　　         さ   こ          かずのり

傍聴にお越しください
○会議はいずれも午前10時から
   （6月21日の議会運営委員会のみ午後１時30分から）

○定員は40人、議案書を10冊用意しています。
日程は変更する場合があります。直前にお電話などでご確認ください。

熊取町議会議員一般選挙によって
　　　　　　　　　新議員が決まりました

議長　鈴木　実 氏　　副議長　白間　泰男 氏　　監査委員　糀谷　直人 氏
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3月 定 例 会3月 定 例 会3月 定 例 会

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
，０

１
１
万
９
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１

１
２
億
９
，７
６
４
万
円
と

定
め
る
。

　民
生
費
約
１
，６
９
０
万
円

　衛
生
費
約
４
，２
４
０
万
円

　土
木
費
約
２
，８
１
０
万
円

　公
債
費
約
１
，１
９
０
万
円

の
減
額
補
正
。

　国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い

て
応
能
負
担
の
適
正
化
を
図

る
た
め
に
賦
課
限
度
額
を
引

き
上
げ
る
。（
中
間
所
得
層

の
負
担
軽
減
を
図
る
）

　医
療
分
47
万
円
↓
49
万
円

　支
援
分
12
万
円
↓
13
万
円

　介
護
分
９
万
円
↓
10
万
円

　Ｈ
23
年
４
月
１
日
施
行

　町
道
１
０
０
路
線
の
認
定

　町
道
４
路
線
を
認
定

　町
道
４
路
線
を
廃
止

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
１
，２
８
０
万
４
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
11
億
８
，１
３

７
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

　人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件

費
の
減
額
、
決
算
見
込
み
に

よ
る
工
事
請
負
費
・
負
担
金

の
減
額
等
に
よ
る
補
正
。

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
１
５
万
１
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
49
億
６
，０
２

９
万
円
と
す
る
も
の
。

　人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件

費
の
減
額
、
大
阪
府
国
保
連

合
会
シ
ス
テ
ム
最
適
化
の
た

め
の
負
担
金
の
確
定
、
国
保

財
政
安
定
化
超
過
交
付
金
へ

の
返
還
金
等
に
よ
る
補
正
。

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
97
万
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
３
億
６
，５
５
２
万

９
千
円
と
す
る
も
の
。

　人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件

費
の
減
額
、
電
算
使
用
負
担

金
・
広
域
連
合
会
事
務
費
負

担
金
確
定
等
に
伴
う
減
額
に

よ
る
補
正
。

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
１
８
７
万
５
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
25
億
５
，８
３

７
万
円
と
す
る
も
の
。

　人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件

費
の
減
額
に
よ
る
補
正
。

　収
益
的
収
入
を
１
４
６
万

１
千
円
増
額
、
収
益
的
支
出

を
１
８
９
万
８
千
円
増
額
、

資
本
的
収
入
を
２
，９
３
０

万
円
減
額
、
資
本
的
支
出
を

12
万
６
千
円
減
額
。

　互
助
会
返
還
金
、
人
事
院

勧
告
に
よ
る
人
件
費
の
減

額
、
決
算
見
込
み
に
よ
る
消

費
税
等
に
よ
る
補
正
。

　

　町
長
の
給
料
を
月
額
80
万

円
か
ら
76
万
円
に
。
副
町
長

の
給
料
を
月
額
68
万
円
か
ら

64
万
６
千
円
に
。
教
育
長
の

給
料
を
月
額
63
万
円
か
ら
59

万
８
千
円
に
。

　平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

大
阪
府
よ
り
砂
利
採
取
法
に

基
づ
く
認
可
申
請
に
対
す
る

審
査
事
務
が
委
譲
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
改
正
の
必
要
が

生
じ
た
。

　砂
利
の
採
取
計
画
の
認
可

の
申
請
に
対
す
る
審
査
一
件

３
万
７
，７
０
０
円
。
砂
利

の
採
取
計
画
の
変
更
の
認
可

の
申
請
に
対
す
る
審
査
一
件

１
万
７
，０
０
０
円
。

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

（
全
会
一
致
）

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
賛
成
多
数
）

町
道
路
線
認
定
及
び

廃
止
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
）

町
道
路
線
認
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
）

常
勤
特
別
職
職
員
給
与

条
例
等
一
部
を
改
正
す

る
等
の
条
例（

全
会
一
致
）

平
成
22
年
度
熊
取
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）

（
全
会
一
致
）

平
成
22
年
度
熊
取
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

（
全
会
一
致
）

平
成
22
年
度
熊
取
町
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

（
全
会
一
致
）

平
成
22
年
度
熊
取
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
全
会
一
致
）

平
成
22
年
度
熊
取
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

（
全
会
一
致
）

平
成
22
年
度
熊
取
町
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

（
全
会
一
致
）

　平成23年 3 月定例会は3月 1日（火）に開会、28日（月）に閉会しました。この定例会では、

案件27件と請願 1 件を審議し、すべての案件を可決しました。
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議員の態度表明（○賛成×反対△退場）態度が分かれたもののみ表示（議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します）

議会議員定数条例の一部を改正す
る条例（１回臨時会）

鱧谷 腕野 文野 渡辺白間 糀谷矢野 江川 鈴木坂上 大村

共産 政勇 政勇 政勇 公明公明 緑風 緑風 新風新政 共産 新政共産 新風

田中
（富）

奥野
議長

田中
（正）

× ○ ○○ ○ ○ － ○○ ○ × × ○○

議
員
名

会
派

備考：（共産）日本共産党熊取町会議員団、（政勇）政勇クラブ、（新政）新政クラブ、（公明）公明党、（新風）新風クラブ、（緑風）緑風会の略称です。

第1回臨時会審議案件

国民健康保険条例の一部を改正す
る条例

平成23年度熊取町一般会計予算

平成23年度熊取町下水道事業会計
予算

平成23年度国民健康保険事業特別
会計予算

平成23年度後期高齢者医療特別会
計予算

保育料値上げ中止の継続と「子育
て支援」の拡充を求める請願

議
員
名

会
派

3月定例会審議案件

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

－

－

－

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

鱧谷 腕野 文野 渡辺白間 糀谷矢野 江川 鈴木坂上 大村

共産 政勇 政勇 政勇 公明公明 緑風 緑風 新風新政 共産 新政共産 新風

田中
（富）

奥野
議長

田中
（正）

　歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
７
５
８
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
・
歳
出
予
算

の
総
額
を
１
１
３
億
７
，７

７
６
万
円
と
す
る
も
の
。

　子
ど
も
手
当
の
支
給
分

　議
員
定
数
を
16
名
か
ら
14

名
に
す
る
も
の
。

《
反
対
討
論
》
日
本
共
産
党

①
４
年
前
に
も
２
名
削
減
。

14
名
と
い
う
定
数
に
は
、
客

観
的
根
拠
が
な
い
。
熊
取
町

は
人
口
４
万
５
千
に
近
く

な
っ
て
い
る
。

②
議
員
報
酬
の
削
減
が
町
全

体
の
行
財
政
改
革
に
貢
献
し
、

町
財
政
が
安
定
す
る
か
の
よ
う

な
感
覚
を
与
え
て
い
る
。
議
会

平
成
22
年
度
熊
取
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）

議
員
定
数
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　平
成
23
年
第
１
回
臨
時
会
が
2
月
14
日
に
開
催
さ
れ

す
べ
て
の
議
案
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

費
が
さ
が
っ
た
と
し
て
も
、

身
近
な
住
民
の
声
が
議
会
に

届
き
に
く
く
な
り
チ
ェ
ッ
ク

が
弱
ま
る
こ
と
で
財
政
運
営

で
の
ム
ダ
を
見
過
ご
す
こ
と

で
、
か
え
っ
て
大
き
な
損
失

が
で
る
か
も
し
れ
な
い
。

③
議
員
は
あ
く
ま
で
住
民
の

代
表
で
あ
り
、
町
政
に
情
熱

を
持
ち
、
熊
取
町
を
良
く
し

た
い
と
意
欲
を
持
っ
た
方

が
、
い
ろ
ん
な
各
層
か
ら
選

出
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

《
賛
成
討
論
》
公
明
党

　地
域
主
権
関
連
３
法
案
の

継
続
審
議
で
議
員
定
数
を
、

人
口
に
応
じ
て
定
め
る
規
定

の
撤
廃
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　近
隣
市
町
村
は
定
数
削
減

を
進
め
て
お
り
、
社
会
の
厳

し
い
景
気
や
雇
用
を
議
員

は
、
敏
感
に
感
じ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　平
成
26
年
に
見
通
さ
れ
る

累
積
赤
字
額
３
億
８
千
万
を

第
２
次
行
財
政
構
造
改
革
プ

（
全
会
一
致
）

（
賛
成
10
反
対
3
で
可
決
）

第
　
回

　臨

　

  

時

　

  

会

1
第
　
回

　臨

　

  

時

　

  

会

1
第
　
回

　臨

　

  

時

　

  

会

1
議
員
提
出
議
案

提
出
者

　渡
辺
豊
子

ラ
ン
で
解
消
す
べ
く
２
名
の

議
員
削
減
で
約
１
，０
０
０
万

円
の
効
果
額
が
見
込
ま
れ

る
。
ま
た
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
、
住
民
と
膝
詰
め
で

対
話
で
き
る
環
境
に
も
あ
る
。

《
賛
成
討
論
》
新
政
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　緑
風
会

　平
成
22
年
12
月
本
会
議
に

お
き
ま
し
て
、
議
会
議
員
定

数
条
例
の
一
部
を「
16
人
」か

ら「
12
人
」に
改
め
る
と
い
う

議
案
を
提
出
し
ま
し
た
が
、

否
決
と
な
り
ま
し
た
。
今
の

ま
ま
で
は
、
何
ら
町
に
寄
与

出
来
な
い
結
果
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
厳
し
い
社
会
経

済
情
勢
を
踏
ま
え
、
本
町
の

財
政
状
況
、
住
民
各
層
か
ら

の
要
望
な
ど
を
勘
案
す
る
と

と
も
に
議
会
の
使
命
や
機
能

を
考
え
つ
つ
、
議
員
自
ら
身

を
切
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
第
二
次
行
財

政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
を
成
功

さ
せ
る
べ
く
「
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
確
実
に
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。
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平成23年度　特別会計歳入歳出予算

平成23年度　一般会計歳入歳出予算

歳入予算額　112億5,026万4千円 歳出予算額　112億5,026万4千円

町税 38.7%

地方交付税
18.3%

町債　6.9%

国庫支出金
11.4%

府支出金
　　　　　7.9%

繰入金　3.2%

その他　11% その他　7%

土木費
8.1%

総務費
12.5%公債費

10.9%

教育費
11.4%

衛生費
11.9%

民生費
 38.3% 

土地取得特別委会計予算

下水道事業特別会計予算

国民健康保険事業特別会計予算

後期高齢者医療特別会計予算

介護保険特別会計予算

墓地事業特別会計予算

水道事業特別会計

土地開発基金に係わる利子

下水道整備

被保険者数　3,671人

管理手数料の徴収年（5年ごと）

96万3千円

10億7,290万2千円

49億6,498万6千円

3億7,840万1千円

26億1,414万2千円

3,411万8千円

12億6,630万7千円

予算額 主な内容前年度対比（％）

13.3

△ 10.4

5.1

4.0

4.7

306.9

1.3

保険給付費・共同事業拠出金等
被保険者数　12,300人

被保険者数　9,255人
認定者　　　1,601人

南海受水・配水場内の送水施設
設備更新等

＊老人保健特別会計　22年度末廃止

【用語の説明】

〈歳入〉○町　税…みなさんに納めていただく町民税や固定資産税などです。
　　　　○地方交付税…どの地方公共団体も等しく事務・事業をおこなうことができるように国税（所得税や消費
　　　　　　　　　税など）から町の財政需要に応じて国から交付されるお金です。
　　　　○国・府支出金…事業など特定の目的のために国や府から交付されるお金です。
　　　　○町　債…道路や施設を整備するために借入れるお金で、金融機関や国などから借入れます。
〈歳出〉○総務費…町税の賦課・徴収、選挙、統計などのための費用。
　　　　○民生費…社会福祉、高齢者・身体に障がいをもつ方、児童福祉のための費用。
　　　　○衛生費…成人・母子保健、感染症予防や環境保全、ごみ処理などのための費用。
　　　　○土木費…道路、公園、河川の維持管理・改良などのための費用。
　　　　○教育費…小・中学校の運営・維持管理、図書室・公民館運営などのための費用。
　　　　○公債費…町債などの返済費用。
　　　　○その他…議会運営、農商工業振興、消防のための費用。
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円
近
い
。
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募

る
な
ど
の
努
力
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

　
　子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
急
速
な
需
要
の
増
大

に
対
応
で
き
ず
供
給
不
足
に

陥
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
象
者
に
対
応
出
来
る
の

か
。

　

   

　ワ
ク
チ
ン
接
種
を
４
月

か
ら
実
施
す
る
の
は
難
し
く

７
月
頃
か
ら
可
能
で
あ
る
。

出
遅
れ
た
月
数
が
来
年
度
に

ま
た
が
る
場
合
、
国
の
方
針

に
基
づ
い
て
検
討
し
た
い
。

　又
、
各
会
派
か
ら
意
見
・

要
望
が
出
さ
れ
、
内
容
は
３

月
28
日
の
本
会
議
に
お
い
て

委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し

た
。　

　土
地
取
得
特
別
会
計
の

基
金
５
億
円
は
金
利
が
０
・

２
％
弱
で
あ
る
が
、
使
う
予

定
が
な
け
れ
ば
、
金
利
の
高

い
１
％
〜
１
・
６
％
の
町
債

発
行
金
額
を
そ
の
分
減
ら
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　平
成
26
年
ま
で
使
う
予

定
が
な
い
が
、
町
債
発
行
を

減
じ
て
活
用
す
る
た
め
に
は

条
例
変
更
が
必
要
。

　
　役
場
庁
舎
の
耐
震
性
は

ど
う
か
。
ま
た
、
改
修
の
予

定
は
。

　
　本
館
と
渡
り
廊
下
の
一

部
が
耐
震
性
に
問
題
が
あ

る
。
平
成
25
年
度
に
補
強
工

事
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　町
制
施
行
60
周
年
の
予

算
が
総
額
で
１
，０
０
０
万

　平
成
23
年
度
予
算
の
審
査

を
行
う
た
め
、
３
月
15
日
・

17
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
予

算
審
査
特
別
委
員
会
を
開

催
、
本
会
議
に
お
い
て
付
託

さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
、
土

地
取
得
特
別
会
計
、
他
５
件

の
特
別
会
計
予
算
及
び
水
道

事
業
会
計
予
算
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　委
員
会
で
は
活
発
な
質
疑

応
答
の
後
、
採
決
の
結
果
全

て
の
予
算
を
賛
成
多
数
ま
た

は
賛
成
全
員
で
可
決
、
議
長

に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

（5）

予算審査特別委員会委員
鱧　谷　陽　子
大　村　敏　夫
鈴　木　　　実
坂　上　巳生男　
白　間　泰　男
田　中　正　旗
田　中　富士雄

委 員 長
副委員長

問問 問

問

答

答

答

答

予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
問

● ●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
● ● ●

《
反
対
討
論
》
日
本
共
産
党

　賦
課
限
度
額
68
万
円
か
ら

72
万
円
の
提
案
。
過
去
５
年

間
で
58
万
円
か
ら
72
万
円
、

総
額
14
万
円
の
引
き
上
げ
に

な
る
。
賦
課
限
度
額
と
は
高

額
所
得
世
帯
に
適
用
さ
れ
る

が
、
本
町
で
は
基
準
所
得
４

６
７
万
円
で
到
達
す
る
こ
と

に
な
り
、
高
額
所
得
と
は
程

遠
い
世
帯
に
年
72
万
円
の
保

険
料
は
酷
で
あ
り
反
対
す

る
。　１

９
８
４
年
の
国
保
法
の

改
悪
で
国
の
負
担
が
49
・
８
％

か
ら
24
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

の
が
、
国
保
会
計
の
悪
化
の
主

な
原
因
で
あ
る
が
、
国
民
皆
保

険
制
度
と
し
て
機
能
す
る
よ

う
強
く
求
め
る
。

《
賛
成
討
論
》
公
明
党

　国
民
健
康
保
険
は
、
納
め

た
保
険
料
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
、
誰
も
が
同
じ
内
容
の

給
付
を
受
け
る
事
に
な
っ
て

い
る
。

　限
度
額
が
上
が
る
事
に
よ
っ

て
限
度
額
超
過
と
な
っ
て
い

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

る
世
帯
の
保
険
料
は
増
え
る

が
、
中
間
所
得
世
帯
の
保
険

料
は
軽
減
さ
れ
る
。

　約
４
％
の
高
所
得
世
帯
は

保
険
料
が
上
が
る
が
、
96
％

の
中
間
所
得
世
帯
は
保
険
料

が
下
が
る
か
そ
の
ま
ま
で
影

響
が
な
い
。
今
回
の
条
例
改

正
は
弱
者
救
済
策
。

　保
健
指
導
や
健
康
づ
く

り
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
勧
奨
等
医
療
費
抑
制
に
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要
望
し

賛
成
す
る
。

 

日
本
共
産
党

１
．
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
に
つ
い
て

　限
度
額
引
き
上
げ
に
よ
っ

て
中
・
低
所
得
者
の
負
担
を

抑
え
る
や
り
方
は
限
界
。
国

庫
負
担
の
増
額
な
ど
抜
本
策

が
望
ま
れ
る
。
資
格
証
明
書

や
短
期
証
の
発
行
は
極
力
抑

特
別
会
計
へ
の
意
見
・
要
望

え
、き
め
細
か
い
納
付
相
談
を

求
め
る
。一
部
負
担
金
減
免
の

要
綱
を
作
成
し
、
受
診
機
会
の

保
障
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２
．
介
護
保
険
特
別
会
計
に

つ
い
て

　こ
れ
以
上
保
険
料
が
あ
が

る
こ
と
の
無
い
よ
う
最
大
限

の
努
力
を
求
め
る
。
保
険
料

減
免
制
度
や
社
会
福
祉
法
人

の
利
用
料
減
免
制
度
に
つ
い

て
は
、Ｐ
Ｒ
に
努
め
ら
れ
た
い
。

３
．
下
水
道
事
業
特
別
会
計

に
つ
い
て

　整
備
区
域
に
お
け
る
水
洗

化
促
進
に
力
を
注
ぎ
、
計
画

さ
れ
て
い
る
使
用
料
23
％
の

値
上
げ
計
画
は
撤
回
さ
れ
た

い
。
未
整
備
区
域
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
に
整
備
促
進
に

努
め
ら
れ
た
い
。
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《賛成討論》
　本予算案は、町道小谷穴釜線道路改良工事、つばさ
が丘の保育所整備などに多くの財源を振り向けようと
苦心した痕跡が見受けられる。住民すべてが満足する
予算案でないとしても、本町の厳しい財政下にあって
最善を尽くし、かつ将来に希望を与えるとものと確信
する。
○町政施行60周年記念事業は、チャリティーを募る開
催とか、プレミアム商品券の一部を義援金として拠出
する対応を望む。
○3ワクチン（子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌）
に全額公費助成がなされた事を評価する。
○乳がん・子宮頸がん無料クーポンの受診率アップが
見られる。

《反対討論》
　一般会計予算は税収の大幅な落ち込み、国からの財源
不足など厳しい状態だ。そんな中、小中学校図書館への
エアコン設置、子宮頸がんワクチン等への公費助成など
評価できるが、問題点もある。
　第一は、保育料値上げ。4月からの値上げは延期さ
れたが、来年4月からの値上げが予定されている。雇
用情勢の厳しい中、若い世代への配慮を求める。
　第二は、職員削減。勧奨退職が多い。退職者補充は
原則 2分の 1で退職者が増えるほど職員数が減る。職
員の減少は、災害時に大きく影響する。これ以上の削
減はやめるべきだ。以上の理由により反対する。
　下水道事業特別会計は、使用料23％の値上げが計画さ
れているが、整備区域の水洗化率向上に力を注ぐこと
で、歳入増は図れるはず。下水道整備を抑制している中
での料金値上げは賛成できない。
　国民健康保険特別会計は、限度額引き上げで、中・
低所得者の軽減を図るやり方は限界だ。資格証明書の
発行は極力さけるべき。
　後期高齢者医療特別会計は、年齢で高齢者を差別
し、診療内容などを別扱いにする問題の多い制度だ。
この制度の廃止を求めている立場から、反対である。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
公　明　党

《賛成討論》
　保育所料金値上げを見送ったことは評価できるが次
の点を要望して賛成討論とする。
○子育て支援政策は、周辺自治体と差別化し熊取町がベ
ストにすること。24年度も保育所料金の値上げをしない
こと。これが転入促進策となり、町税増につながる。
○議会は定数2名削減した結果、年間１千万円節減で
きる。この経費を活用して、インターネット中継(録
画)設備(約500万円)を導入されたい。これは、行政・
議会の議論を動画で住民に提供することができ、住民
は好きな時に見ることができ、住民の行政に対する理
解を深めることにつながる。

新風クラブ

《賛成討論》
○一般会計について
　歳入においては、国による地方財政の健全化を図る
観点から、地方交付税が一定確保されたが、その代替
的性格を持つ臨時財政対策債が大幅に縮減しているこ
とに加え、長引く景気の低迷による町民税の大幅な減
額分を基金からの繰入れにより賄うなど依然厳しい状
況が続いている。
　歳出においては、町制施行６０周年記念事業の実施、
普通教室への扇風機の設置など快適な教育環境の整備、
民間保育所整備に対する支援、観光事業の充実などあら
ゆる方面で充実させていることは評価できる。
○下水道事業特別会計について
　資本費平準化債を活用し、一般会計繰入金の削減に努
めるなど、経営基盤強化の取り組みを高く評価する。
○国民健康保険特別会計について
　収納対策の強化や医療費の適正化に向けた施策の推
進は評価できるもの。
○後期高齢者医療特別会計について
　新たな高齢者医療制度への移行について、混乱が生
じないよう取り組まれることを期待する。
○介護保険特別会計について
　さらなる介護予防事業の充実に期待する。
○墓地事業特別会計について
　墓地基金の適正な運用のもと、引き続き、心安まる
墓苑の管理運営を期待する。
○水道事業会計について
　「水道ビジョン」に基づき、順次安全対策の充実に努
めていることは大いに評価でき、「第２次中期経営プラ
ン」により、一層の経営の効率化、健全化を望む。

新政クラブ・緑風会日本共産党

本会議での予算　　  に対する討論一般会計
特別会計（               ）
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く
の
に
時
間
が
か
か
る
と
い

う
声
が
多
い
。
実
態
を
よ
く

調
査
し
、
見
直
し
を
検
討
さ

れ
た
い
。

７
．
産
業
振
興
に
つ
い
て

　産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
検
討
求
め
る
。

  

新
風
ク
ラ
ブ

１
、
町
議
会
の
定
数
を
２
名

減
じ
た
。
年
間
約
１
，０
０

０
万
円
の
節
減
に
な
る
。
こ

れ
を
活
用
し
て
、
議
会
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
（
録

画
）
設
備
を
導
入
し
、
住
民

に
議
会
・
行
政
の
あ
り
の
ま

ま
の
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
。

２
、
京
大
原
子
炉
・
原
子
燃
料

工
業
に
つ
い
て
、
マ
グ
ニ
チ
ー

ド
９
ク
ラ
ス
の
東
南
海
・
南
海

地
震
が
発
生
し
て
も
大
丈
夫
か

ど
う
か
を
再
度
検
証
す
る
よ

う
に
申
し
入
れ
さ
れ
た
し
。

３
、
大
地
震
発
生
の
時
、
大

事
な
こ
と
は
現
状
把
握
し
、

物
資
の
配
給
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
配
置
等
を
行
う
司
令
塔

が
し
っ
か
り
す
る
必
要
あ

り
。
役
場
庁
舎
の
耐
震
補
強

が
で
き
る
ま
で
、
第
２
庁
舎

と
し
て
、
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
を
活
用
す
る
べ
く
準
備

す
る
べ
き
だ
。

４
、
土
地
開
発
基
金
５
億
円

は
平
成
26
年
ま
で
使
う
予
定

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
金
利
の
高
い
長
債
発
行

を
抑
え
て
、
余
裕
資
金
を
活

用
す
る
方
策
を
条
例
変
更
を

含
め
て
検
討
さ
れ
た
し
。

  

公
明
党

①
通
院
に
際
し
て
も
小
学
６
年

ま
で
拡
充
し
、
全
小
・
中
学
校

に
交
付
金

　活
用
の
エ
ア
コ
ン

設
置
を
図
ら
れ
た
い
。

②
３
ワ
ク
チ
ン
（
子
宮
頸
が

ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球

菌
）
の
全
額
公
費
助
成
を
評

価
し
た
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
不
足
に
は
、
柔
軟

な
対
応
を
図
ら
れ
た
い
。

③
地
産
地
象
消
を
推
進
し
、

鳥
獣
被
害
対
策
の
補
助
制
度

の
確
立
を
図
ら
れ
た
い
。

④
耐
震
診
断
や
、
耐
震
改
修

  

日
本
共
産
党

１
．
地
震
防
災
対
策
に
つ
い
て

　公
園
の
増
設
、
生
活
道
路

の
補
修
・
拡
幅
、
学
校
耐
震

化
１
０
０
％
、
住
宅
耐
震
改

修
補
助
制
度
の
Ｐ
Ｒ
求
め
る
。

２
．
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

　高
齢
者
の
見
守
り
、
要
援

護
者
支
援
策
が
重
要
。
行
政

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
、
積
極

的
な
施
策
を
求
め
る
。

３
．
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　来
年
四
月
か
ら
の
保
育
料

値
上
げ
は
中
止
さ
れ
た
い
。

新
設
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

支
援
を
強
め
ら
れ
た
い
。

４
．
学
校
教
育
に
つ
い
て

　学
校
図
書
館
司
書
の
中
学

校
で
の
勤
務
日
数
な
ど
、改
善

求
め
る
。各
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
も
検
討
さ
れ
た
い
。

５
．
ご
み
収
集
に
つ
い
て

「
小
型
不
燃
ご
み
」
は
資
源

ご
み
と
同
様
の
収
集
を
検
討

さ
れ
た
い
。

６
．
ひ
ま
わ
り
バ
ス
に
つ
い
て

　路
線
変
更
で
目
的
地
に
行

一
般
会
計
予
算
に
対
し
、会
派
の
意
見
・
要
望

を
積
極
的
に
推
進
し
、
自
主

防
災
組
織
や
、
要
援
護
者
へ

の
避
難
支
援
体
制
の
整
備
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

  

新
政
ク
ラ
ブ
・
緑
風
会

○
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、

　町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

の
実
施
、
普
通
教
室
へ
の
扇
風

機
の
設
置
な
ど
快
適
な
教
育
環

境
の
整
備
、
民
間
保
育
所
整
備

に
対
す
る
支
援
な
ど
あ
ら
ゆ
る

方
面
で
充
実
さ
せ
て
い
る
こ
と

は
評
価
で
き
る
。

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
、
資
本
費
平
準
化

債
を
活
用
し
、
繰
入
金
の
削

減
に
努
め
る
な
ど
、
経
営
基

盤
強
化
の
取
り
組
み
を
高
く

評
価
す
る
。

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

に
つ
い
て
は
、
収
納
対
策
の

強
化
や
医
療
費
の
適
正
化
に

向
け
た
施
策
の
推
進
は
評
価

で
き
る
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
制

度
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
混

乱
が
生
じ
な
い
よ
う
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

○
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て

　次の意見書を全会一致で可決し、政

府など関係機関に提出しました。

○若者の雇用対策の更なる充実を求め
る意見書

○公共交通機関のバリアフリー化の更
なる推進を求める意見書

○学校保健安全法による医療費助成
（歯科）の適用範囲の拡大を求める意
見書

意見書を採択 　「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ

き
、
順
次
安
全
対
策
の
充
実
に

努
め
て
い
る
こ
と
は
大
い
に
評

価
で
き
、「
第
２
次
中
期
経
営

プ
ラ
ン
」に
よ
り
、一
層
の
経
営

の
効
率
化
、
健
全
化
を
望
む
。

  

政
勇
ク
ラ
ブ

１
点
目
、
税
収
確
保
の
為
、

他
市
町
か
ら
の
移
転
促
進
に

重
点
を
置
き
な
が
ら
、
近
隣

市
町
と
の
差
別
化
を
図
っ
て

行
き
、
そ
し
て
更
な
る
滞
納

対
策
の
改
革
と
動
産
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
早
期
に

実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
点
目
、
委
託
料
に
つ
き
ま

し
て
は
、
担
当
課
で
全
て
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
も
っ
て
委

託
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

３
点
目
、
商
工
費
に
つ
い
て

は
、
商
工
業
の
未
来
の
為
に

方
向
性
を
示
せ
る
予
算
作
り

を
要
望
し
ま
す
。

４
点
目
、
２
月
臨
時
議
会
に

お
き
ま
し
て
、
２
名
議
員
定

数
を
削
減
致
し
ま
し
た
が
、

そ
の
約
１
，０
０
０
万
円
の
削

減
が
、
今
回
の
予
算
で
は
、

歳
出
に
反
映
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。
今
後
の
予
算
補
正
の

際
に
は
、
議
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
に
格
段
の
配
慮

を
賜
り
、
議
会
の
情
報
開
示

の
立
場
か
ら
、
そ
の
実
現
に

む
け
て
議
会
と
行
政
が
同
じ

方
向
性
を
示
さ
れ
る
こ
と
を

強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。
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《
反
対
討
論
》
新
政
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　緑
風
会

１
、
請
願
者
の
ど
の
請
願
理

由
も
独
断
的
で
一
方
的
な
私

見
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
理
由
で

は
議
会
人
と
し
て
責
任
を
負

え
な
い
。

２
、
子
育
て
は
お
金
の
問
題

だ
け
で
な
い
こ
と
、
つ
ま
り

現
金
給
付
よ
り
現
物
給
付
が

何
よ
り
重
要
で
あ
る
こ
と
。

行
政
は
十
分
行
っ
て
い
る
。

３
、
改
定
後
の
保
育
料
は
決

し
て
近
隣
市
町
と
比
較
し
て

高
い
も
の
で
な
い
。

４
、
こ
の
請
願
は
、
子
育
て

世
代
以
外
と
の
公
正
・
公
平

の
原
理
原
則
か
ら
逸
脱
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

《
賛
成
討
論
》
政
勇
ク
ラ
ブ

　我
々
は
、
従
来
か
ら
熊
取

町
は
子
育
て
支
援
に
力
を
入

れ
て
厚
い
施
策
を
推
進
し
、

周
辺
自
治
体
と
政
策
面
で
の

違
い
を
ア
ピ
ー
ル
・
提
言
し

て
き
た
。
現
不
況
下
に
お
け

る
子
育
て
世
代
の
経
済
的
・

精
神
的
負
担
を
支
援
す
る
こ

と
は
、
周
辺
自
治
体
に
比

べ
、
わ
が
町
の
子
育
て
支
援

策
に
重
点
を
置
い
た
施
策
こ

と
こ
そ
「
み
ん
な
が
主
役
、

安
ら
ぎ
と
健
康
文
化
の
ま

ち
」
に
向
か
う
第
一
歩
と
な

る
。
若
い
世
代
が
本
町
で
子

育
て
を
選
択
し
、
転
入
希
望

者
が
増
え
、
将
来
の
町
財
政

に
も
寄
与
し
、
活
気
あ
る
町

づ
く
り
が
形
成
で
き
る
。
厳

し
い
財
政
運
営
を
考
え
る
と

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
施
策
、
事

業
の
中
で
も
最
優
先
と
し
て

子
育
て
支
援
策
を
推
し
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
本
請

願
の
賛
成
討
論
と
す
る
。

《
反
対
討
論
》
公
明
党

・
請
願
の
理
由
に
つ
い
て
賛

同
で
き
な
い
の
で
反
対
す
る
。

・
約
60
％
は
保
育
所
を
利
用

し
て
い
る
が
、
35
％
は
幼
稚

園
を
利
用
し
て
い
る
。
子
育

て
支
援
は
保
育
料
の
み
に
特

化
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
子
育
て

世
帯
へ
の
支
援
を
要
望
す
る
。

・
保
育
所
サ
ー
ビ
ス
は
「
安

い
」
だ
け
で
は
な
く
保
育
ニ
ー

ズ
に
応
じ
る
こ
と
が
必
要
。

・
現
在
の
保
育
料
維
持
が
転

入
の
促
進
策
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。

・
本
町
は
、
他
市
に
比
べ

て
、
中
学
校
ま
で
の
学
校
給

食
の
実
施
、
学
童
保
育
の
充

実
、
特
別
支
援
教
育
の
充

実
、
図
書
館
司
書
の
配
置
、

全
小
学
校
で
の
外
国
人
に
よ

る
英
会
話
授
業
の
実
施
等
、

積
極
的
に
子
育
て
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
転
入
策
と

し
て
、
そ
れ
ら
を
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
重
要
。

・
財
源
に
つ
い
て
は
第
２
次

行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

着
実
に
推
進
す
る
こ
と
が
一

番
効
率
的
な
行
革
だ
と
思

う
。

《
賛
成
討
論
》
日
本
共
産
党

　長
年
の
経
済
不
況
の
た

め
、
若
い
人
の
子
育
て
は
大

変
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
育

料
の
値
上
げ
を
中
止
す
る
、

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
中

学
生
ま
で
拡
充
す
る
。
妊
婦

検
診
費
の
助
成
を
拡
大
す

る
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
過
去

か
ら
の
子
育
て
支
援
と
結
び

つ
き
熊
取
町
を
よ
り
す
ば
ら

し
い
魅
力
的
な
町
と
し
ま
す
。

　今
こ
そ
若
い
人
々
が
、
熊

取
へ
戻
っ
て
く
る
。
転
入
し

て
く
る
。
そ
し
て
そ
の
人
が

町
づ
く
り
の
中
心
と
な
っ
て

い
く
。
こ
の
こ
と
が
熊
取
の

将
来
を
開
き
ま
す
。

　ま
た
請
願
者
は
、
過
去
の

談
合
の
損
害
を
回
復
し
、
住

民
福
祉
を
大
切
に
す
る
行
政

改
革
を
求
め
て
い
ま
す
。
住

民
の
願
い
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
の
請
願
は
採
択
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

請願の趣旨

　「①保育料値上げ中止は、来年度だけでなく継続する。②こども医療費の助

成を中学生まで拡充する。③妊婦健診費の助成を拡大する。」などをはじめと

して、他の市町村よりも目立って優れた「子育て支援」の施策をいっそう積極

的に充実するよう求める。

請願の理由

1、長年の経済的不況のため、町への転入者は以前に比べて激減し、空き家が

目立つようになった。熊取町の税収入の90％以上は固定資産税・住民税で

あるが、少子高齢化が進み、税収入も減っている。財政難を理由とした保育

料の「値上げ」は、目先の収入にとらわれて、町の魅力を下げることであ

り、町づくりの将来展望を失うことにつながる。

2、熊取町では、住民要求にもとづいて、乳幼児教育と学童保育の拡充、中学

校までの学校給食など優れた「子育て支援」の施策が実施されてきた。ま

た、現場の専門職員と保護者、地域の協働がすすみ、「子育て支援」の輪が

拡がっている。これらは、町民が育んだ大切な宝であり、町づくりの重要な

課題です。

3、請願の趣旨の通り、他の市町村よりも目立って優れた「子育て支援」の施

策をいっそう積極的に充実することによって、今熊取町で子育ての経済的精

神的負担に苦しむ若い世代を支援できるだけでなく、他の市町村から若い世

代の転入を促進できる。

4、「子育て支援」の施策を拡充する財源は、議会が議決した「過去の談合に

よる損害を回復」すること、入札において談合の再発を許さないこと、その

他に「ムダや不効率な問題がないか」行政を見直すことなど、議会と行政が

積極的に取り組むことによって生みだすことができる。

以上

　2011年2月22日　請願者代表　熊取町をよくする住民の会　代表

大浦　正義

柗野　隆一

保育料値上げ中止の継続と「子育て支援」の拡充を求める請願

保育料値上げ中止の継続と「子育て支援」の
拡充を求める請願を可決（賛成7、反対6）
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総括的まとめ
　本委員会は、町行政と「談合」の関わりについて、住民の疑惑を招
くような事実はなかったのかを調査してきたが、入札の談合を誘導し
て官が関与する、いわゆる「官製談合」については調査の結果、証人
尋問から、町職員に入札執行上において、その事実を確認することは
できなかった。
　総括的にいえば、官製談合という事実は確認できなかったといえる
が、談合が発生しやすい状況を放置してきたことは事実であり、その点の
責任は免れない。その反省に基づき、現時点においては、一般競争入札の
導入や郵便入札の採用、経審点加算の廃止を含め入札制度改革が実行され
ているが、公正な競争原理が働くよう、理事者側も我々議会も厳しい監視
の継続が求められている。
　
　総括的まとめについては、個々の調査結果に対する委員の見解は大きく
2つのグループに分かれたため、以下に両論併記をする。
　
Ａグループ（文野慎治委員長、鱧谷陽子副委員長、田中富士雄、　
　　　　　　　坂上巳生男、大村敏夫の各委員）
調査結果
（1）熊取建設業協同組合加盟業者への経審点200点加算の問題
　建設業者のランク付けを左右する経審点は重大な問題であるが、一
般的に地元業者への加算は50点から100点が一般的であったにもか
かわらず、本町においては組合加盟業者に対し200点加算という特別
な優遇がなされていた。この加算について、組合側からの要望があっ
たかどうかについては、元理事長の北川氏は300点加算を要望したと
答えている。元町長の上垣氏はこの点については証言を拒否している
が、北川氏は200点加算の決定を町職員から伝えられ「びっくりし
た」と、当時の心境を証言している。総合的に判断すれば、組合側か
らの働きかけが200点加算の一要因となったと考えられる。
　もともと非組合員が入札から排除されていた中で、非組合員の入札
参加を認める条件としての差別化が経審点の加算であったことを考慮
すれば、200点加算の決定は組合加入をより「魅力的」なものとし、
実質的に組合加盟業者のみによる指名競争入札を温存することにつな
がったといえる。いわば、経審点200点加算が「談合」の温床となっ
ていたにもかかわらず、要綱の改正が行われないままであったことは
大きな過ちといえよう。ただ、この点については議会側も認識が弱
く、是正すべきだという議論はなされてこなかった。

（2）建設業者の町職員に対する「ボ－リング」の問題
　建設業者が町職員に対し設計金額等の情報を得るための探り出し行為、
いわゆる「ボーリング」については、元組合専務理事は「町営住宅2期工
事以外ではボーリングはやっていない」と証言（文書回答）し、町営住宅
２期工事に関して「ボーリング」と称される行為を行ったことを認めてい
る。また、建築課職員は設計金額そのものではないが、部分的な積算が間
違っていないかどうかについて質問を受けたことは認めている。恒常的に
「ボーリング」が行われていたかどうか立証は困難だが、そのような行為
を防ぐ体制は十分ではなかったといえよう。

（3）予定価格を示唆する情報の漏えいの問題
　町営大原住宅入札談合事件の検察調書に予定価格の情報漏えいを示唆
する記述があり、その真偽を確認するために関係者に尋問をおこなっ
た。町職員、組合関係者いずれにおいても、情報漏えいについては明白
に否定しており、「漏えいの事実」については確認できなかった。

（4）証人2名の告発について
　証人尋問の中で、証言すると宣誓しながら証言拒否を続けた二人に
対し、熊取町議会として検察庁に「告発」したことは、100条委員会
としてその権威を保つためにも適切な判断であった。

（5）弁護士の選任について
　本委員会は、人権問題に配慮しつつ真実解明をするという、ある意
味で困難で微妙な証人尋問を行うため、弁護士による専門的なアドバ
イスを受けて行った。弁護士を選任したことにより、前回の100条委
員会に比べて調査の中身をより濃いものにしたといえる。今後も、
100条委員会を設置するさいには、弁護士のサポートをつけるべきで
ある。

Ｂグループ（鈴木　実、渡辺豊子、糀谷直人の各委員）
（1）官製談合について
　「入札談合の排除及び防止並びに職員による入札等の公正を害すべ
き行為の処罰に関する法律」に規定する、入札の談合を誘導して官が
関与する、いわゆる「官製談合」については、本委員会の調査の結
果、証拠及び証人尋問から、町職員に入札執行上において、関与が何
も認められず、また、その事実も何ら確認できなかった。
　これは、大原住宅建替２期工事談合事件で、検察が町職員を起訴し
なかったことからも明らかな結果といえる。
本委員会は、調査目的を官製談合が疑われるためとしてきたが、官製
談合の事実は全くなく、議会の委託弁護士の官製談合ではない旨の見
解からも明らかである。
　この結果、町の関係職員の実名を公表して調査してきたが、長い調
査期間による本委員会の運営は、人権問題への配慮についても、課題
を残すこととなった。

（2）裁判記録について
　本委員会は、調査及び証人尋問に使用する関係裁判記録の収集にお
いて、公的機関である検察庁の人権に配慮した裁判記録を使わず、ま
た、再度検察に記録を要求することを委員会で決めながら、その行為
をしなかった。
　時間短縮のためと「熊取町を良くする会」が別の目的で入手した裁
判記録を使用したことは、明らかに目的外の使用であり、刑事確定訴
訟記録法に違反する恐れ大である。
　このことは、複数の解釈が成り立つとしても、公的機関である本委
員会が、なぜ公的機関である検察庁の裁判記録を、一住民団体が別の
目的で入手した裁判記録より優先して使用しなかったのか問題を残す
こととなった。

　本委員会が決定しながら検察庁に再度裁判記録の要求をしなかった
ことは、長い調査期間から見ても不合理であり、委員長が何でも委員
会で決定し、実行していると言っていることと全く矛盾するものであ
り、特定の住民団体との関わりや個人的な政治判断の問題を含んでお
り、重大な偏りのある委員会運営となっていた。

（3）人権問題について
　証人尋問において、証人が、「黙秘権があるから使っている。黙秘
権はだめですか。」との問いに、委員長は「だめです。」と断言し、
拇印を押した調書に基づき、委員会で証言を求めているのに拒絶する
と告発すると証人に脅迫感を与えている。これは、郵政事件で前田検
事が証拠改ざんで逮捕された事件でもわかるとおり、委員長が絶対的
なものと信じる供述調書も万能な証拠とはなりえないことが実証され
ている。さらに、憲法で保障されている黙秘権を地方議会の一委員長
が証人に対して、「黙秘権がない。」と断言したことは、重大な人権
問題である。
　このことは、証言拒否について、むりな告発をしたが不起訴となっ
たことからも明らかであり、人権問題については、単に多数決で決め
るのではなく、公権力を行使する場合は、より慎重な判断が求められ
る結果となった。

（4）最後に
　今回のような刑事事件として司法の判断を受けたものを、官製談合
が疑われるとして、100条委員会に長時間と貴重な経費をかける必要
性が薄いといえる。
　やはり、刑事事件に係るものは、警察及び検察当局の捜査権を100
条委員会の調査権では現実的に、また事実を超えることは不可能で
あった。
　議会の100条委員会の利益がこのように明らかに少ないと見込まれ
る事案については、当初から慎重な判断が求められる事例であったと
いえる。
　以上のように、今回の調査結果は、住民の大多数の利益から見ても
多くの問題を残したといえる。
　また、この事件まで見過ごしてきた議会及び議員の責任を含めて、
住民の皆様への説明責任の重たさや難しさを再認識する結果となった。
今後、これら諸課題をよく検証して、適正・公正な100条委員会及び
議会運営ができるよう、今回の教訓を生かしたい。

入札問題調査特別委員会入札問題調査特別委員会 　3月28日、本会議において「最終報告」が行われました。
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（10）

果
が
あ
る
。

デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
普
及
と

教
員
へ
の
意
識
啓
発
に
つ
い

て
ど
の
様
に
お
考
え
か
。

　
　本
町
で
は
、
西
小
学
校

に
お
い
て
、
弱
視
児
童
が
デ

イ
ジ
ー
教
科
書
を
活
用
し
て

い
る
。
児
童
が
意
欲
的
に
学

習
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
づ

く
り
と
な
り
、
教
科
書
を
自

力
で
読
め
る
よ
う
に
な
る
た

め
の
橋
渡
し
と
し
て
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
、
普
及
と
教
員
へ
の
意
識

啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
よ

り
効
果
的
な
活
用
方
法
を
研

究
し
て
い
き
た
い
。

　
　Ｈ
13
年
４
月
よ
り
健
康

保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部

が
改
定
さ
れ｢

被
保
険
者
証

の
カ
ー
ド
化｣

が
実
施
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
厚
労
省
に

よ
る
と
、
実
施
率
は
約
76
％
、

全
市
町
村
の
４
分
の
３
が
、

カ
ー
ド
化
し
て
い
る
。
保
険
証

を
家
族
一
人
一
人
が
持
つ
こ
と

は
、出
張
や
旅
行
時
の
際
に
便

利
に
な
り
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
も

高
い
と
思
う
。
本
町
は
カ
ー
ド

化
に
つ
い
て
ど
の
様
に
お
考

え
か
。

　
　住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
の

入
れ
替
え
時
の
平
成
24
年
度

に
、
個
人
カ
ー
ド
型
被
保
険

者
証
へ
切
り
替
え
る
方
向
で

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　命
を
守
る
施
策
と
し

て
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
、
ヒ

ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
３

種
類
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
全

額
公
費
助
成
に
つ
い
て
、
ど

の
様
に
お
考
え
か
。

　
　本
町
以
南
３
市
３
町
で

統
一
的
な
制
度
設
計
と
な
る
よ

う
検
討
し
、
４
月
ス
タ
ー
ト
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

全
額
公
費
助
成
と
す
る
方
向

で
予
算
編
成
を
進
め
て
い
る
。

　
　発
達
障
が
い
児
支
援
と

し
て
、
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し

て
教
科
書
の
文
章
を
音
声
で

再
生
し
、
色
で
強
調
し
た

り
、
文
字
の
大
き
さ
を
変
え

る
事
の
で
き
る
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
教
科
書

は
、
内
容
の
理
解
を
促
す
効

問

　子
宮
頸
が
ん
予
防
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
の

　
　3
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
全
額
公
費
助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

　全
額
公
費
助
成
を
4
月
ス
タ
ー
ト
で
準
備渡

辺

　豊
子

介
護
保
険
料
の
軽
減
な
ど
、
改
善
策
に
つ
い
て

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
」
な
ど
、

雇
用
・
景
気
対
策
に
つ
い
て

坂
上

　巳
生
男

問答問

問

答

答

命
を
守
る
施
策
に
つ
い
て

発
達
障
が
い
児
支
援
に

つ
い
て

国
民
健
康
保
険
証
の

カ
ー
ド
化
に
つ
い
て

予
定
だ
。

　
　町
独
自
の
介
護
保
険
料

減
免
制
度
や
国
に
よ
る
社
会

福
祉
法
人
の
利
用
料
減
免
制

度
が
あ
る
が
、
利
用
者
が
数

名
と
極
め
て
少
な
い
。
Ｐ
Ｒ

不
足
で
は
な
い
か
。

　
　保
険
料
の
減
免
制
度
に

つ
い
て
は
４
月
と
７
月
の
二

回
、
社
会
福
祉
法
人
の
利
用

料
減
免
は
４
月
に
一
回
広
報

で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
ま

た
、
ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
を
通

じ
て
制
度
説
明
し
て
い
る
。

　
　広
報
で
の
回
数
を
増
や

す
べ
き
。
保
険
料
減
免
を
さ

ら
に
拡
充
す
る
考
え
は
。

　
　所
得
限
度
額
引
き
上
げ

な
ど
、
こ
れ
以
上
の
減
免
は

他
の
被
保
険
者
の
負
担
増
と

な
る
。
低
所
得
者
対
策
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
国
・
府
に

要
望
し
て
い
く
。

　　
　町
の
雇
用
対
策
と
し
て

ど
う
い
う
取
り
組
み
を
し
て

い
る
か
。

　
　国
の
緊
急
雇
用
創
出
基

金
を
活
用
し
、
粗
大
・
不
燃

ご
み
受
付
業
務
な
ど
34
名
を

雇
用（
臨
時
職
員
）。ま
た
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
資
格

取
得
事
業
や
有
給
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
事
業
は
継
続
で
実

施
す
る
予
定
だ
。

　
　景
気
・
雇
用
対
策
と
し

て
効
果
の
大
き
い
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
、
実
施
自
治

体
が
180
を
超
え
て
い
る
。
本

町
で
の
検
討
は
ど
う
か
。

　
　大
阪
府
下
で
の
実
施
自

治
体
は
な
い
。
厳
し
い
財
政

事
情
の
中
、
新
た
な
助
成
制

度
は
困
難
だ
。

　
　共
産
党
議
員
団
が
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
介

護
保
険
料
が
高
い
と
い
う
声

が
多
い
。
保
険
料
軽
減
に
ど

ん
な
努
力
を
し
て
い
る
か
。

　
　平
成
21
年
度
か
ら
保
険

料
の
段
階
を
６
段
階
か
ら
９

段
階
に
ふ
や
し
、
所
得
に
応

じ
た
収
め
や
す
い
形
に
改
め

た
。
ま
た
、
介
護
給
付
の
適

正
化
、
徴
収
率
の
向
上
に
も

つ
と
め
て
い
る
。

　
　介
護
準
備
基
金
の
残
高

は
い
く
ら
か
。

　
　23
年
度
末
で
１
億
６
千

万
の
見
込
み
。

　
　国
の
見
通
し
で
は
、
次

期
保
険
料
は
月
額
５
千
円
を

超
え
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

基
金
は
保
険
料
軽
減
に
使
う

予
定
か
。

　
　軽
減
の
た
め
取
り
崩
す

問答答答 問問

問

問

答

答問答

問答

介
護
保
険
料
の
軽
減
策

介
護
保
険
料
・
利
用
料

減
免
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

一
般
質
問

定
例
会
に
お
い
て
各
議
員
が
行
う
町
政
全
般
に
関
す
る
質
問
で
す
。
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グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
健
康
く

ま
と
り
探
検
隊
」「
熊
取
町
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
」

「
タ
ピ
オ
元
気
体
操
ひ
ろ
め

隊
」
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、

グ
ル
ー
プ
が
主
催
す
る
教

室
・
講
演
会
に
参
加
す
る
ご

と
に
ス
タ
ン
プ
を
捺
印
し
、

ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
れ
ば
達
成

証
の
発
行
と
粗
品
を
進
呈
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　提
案
い
た
だ
い
た
「
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
」を
参
考
に
、住

民
主
体
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

方
式
を
活
か
し
つ
つ
、
町
全

体
の
健
康
機
運
を
高
め
、
健

康
受
診
率
の
向
上
に
つ
な
が

る
施
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　熊
取
町
・
貝
塚
市
の
飛

び
地
解
消
に
向
け
て
、
昨
年

の
３
月
議
会
で
質
問
を
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
経
過
報

告
を
願
い
ま
す
。

　
　昨
年
の
４
月
か
ら
、
事

務
担
当
者
に
よ
る
協
議
を
再

開
し
、
定
期
的
に
協
議
を
続

け
て
い
る
。
こ
う
し
た
協
議

を
踏
ま
え
、今
年
１
月
、貝
塚

市
長
と
町
長
と
の
間
で
、
以

前
よ
り
要
望
が
あ
り
、
去
年

６
月
に
「
貝
塚
市
の
飛
び
地

境
界
変
更
に
関
す
る
要
望
書
」

が
貝
塚
市
と
本
町
に
提
出
さ

れ
て
い
る
若
葉
地
区
を
最
優

先
と
位
置
付
け
、
お
互
い
の

市
町
内
に
存
在
す
る
飛
び
地

同
士
の
交
換
を
前
提
に
、
飛

び
地
解
消
に
向
け
て
具
体
的

な
協
議
・
検
討
を
進
め
る
事

で
基
本
合
意
が
図
ら
れ
た
。

引
き
続
き
交
換
地
の
選
定
を

含
め
た
具
体
的
な
課
題
を
協

議
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な
限

り
早
く
飛
び
地
が
解
消
で
き

る
よ
う
に
取
組
ん
で
い
く
。

　
　町
制
60
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
住
民
の
健
康
づ

く
り
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
日

頃
の
健
康
づ
く
り
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
誘
導
す
る
「
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
制
度
の
導

入
を
図
り
、
健
康
づ
く
り
の

重
要
性
、
健
康
生
活
の
定

着
、
町
全
体
の
健
康
機
運
を

高
め
、
特
定
健
診
・
が
ん
検

診
な
ど
の
受
診
率
ア
ッ
プ
な

ど
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
等
に
つ
な
げ
て
い
く
事
を

考
え
て
は
い
か
が
。

　
　健
康
づ
く
り
施
策
の
推

進
に
つ
い
て
は
、「
健
康
く

ま
と
り
21
」に
基
づ
い
て
、住

民
と
協
働
し
て
推
進
し
て
い

る
。若
干
、仕
組
み
は
異
な
り

ま
す
が
、「
ぴ
ん
ぴ
ん
！
元
気

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
実
施

し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

う
点
で
、
事
業
者
や
働
く
者

に
犠
牲
を
し
い
て
い
る
。
今

後
、「
公
契
約
条
例
」が
次
の

課
題
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　今
の
と
こ
ろ
国
・
府
か

ら
情
報
提
供
が
な
い
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
か
ら
そ
の
情

勢
を
把
握
。
勤
労
条
件
に
関

す
る
基
準
づ
く
り
は
国
全
体

の
政
策
と
し
て
捉
え
る
べ

き
。
注
視
し
て
い
く
。

最
低
制
限
価
格
設
定
の
た
め

の
「
公
契
連
モ
デ
ル
」
の

「
最
低
制
限
価
格
」
の
見
直

し
が
急
務
だ
と
認
識
し
た
。

　
　公
契
約
条
例
と
公
契
連

モ
デ
ル
は
同
じ
目
的
で
は
な

い
。
そ
の
点
は
。

　
　全
く
同
じ
と
言
う
わ
け

で
は
な
い
。

　
　「
公
契
連
モ
デ
ル
」
の

提
案
は
、
や
っ
と
平
均
落
札

率
が
下
が
っ
て
き
た
時
に
出

さ
れ
た
も
の
で
、
「
公
契
約

条
例
」
の
意
図
と
同
じ
で
な

い
、
最
低
制
限
価
格
に
引
き

上
げ
に
つ
い
て
賛
同
で
き
な

い
と
判
断
し
た
。

☆
反
問
権

　副
町
長
か
ら

　最
低
制
限

価
格
は
、
適
正
価
格
か
。

　江
川

　最
低
制
限
価
格
を

適
正
価
格
と
は
思
っ
て
い
な

い
。

☆
こ
れ
ま
で
、
共
産
党
議
員

団
が
、
最
低
制
限
価
格
に
つ

い
て
一
度
も
適
正
価
格
だ
と

言
っ
た
こ
と
は
な
い
と
い
う

事
実
を
次
の
本
会
議
に
て
確

認
し
ま
し
た
。

　
　子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
公
費
に
よ
る
無
料
接

種
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

　
　４
月
よ
り
事
業
実
施
に

向
け
て
準
備
し
て
い
る
。

問

　談
合
事
件
発
覚
後
、
入

札
改
善
が
行
わ
れ
て
き
た

が
、
現
在
ま
で
の
平
均
落
札

率
の
推
移
と
評
価
は
。

　
　Ｈ
20
年
よ
り
入
札
制
度

改
革
。
19
年
度
は
年
度
途
中

で
試
行
的
に
制
度
改
革
を
先

取
り
し
て
、
そ
の
前
後
で
見
る

と
、
92
・
2
％
と
77
・
1
％
。

入
札
制
度
改
革
で
は
、
郵
便

入
札
の
方
法
な
ど
再
構
築
。

「
入
札
監
視
委
員
会
」
の
設

置
。
公
正
な
執
行
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　
　価
格
だ
け
で
評
価
し
て

工
事
や
委
託
先
を
選
択
す
る

入
札
契
約
制
度
は
、
賃
金
や

労
働
条
件
の
質
の
確
保
と
言

（11）

健
康
増
進
「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
に
つ
い
て

熊
取
町
・
貝
塚
市
の
飛
び
地
解
消
に
向
け
て
！

矢
野

　正
憲

問

問

答

答

問答

問答

問

問問 答答

一
般
質
問

入
札
改
善
の
成
果
と
評
価
に
つ
い
て

公
契
約
条
例
の
検
討
に
つ
い
て

　
　
　
江
川

　慶
子

H18

H19

H20

H21

H22

93.1％

76.7％

81.3％

80.3％

平均落札率

92.2％ 77.1％
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各
家
庭
へ
の
臨
戸
訪
問

を
行
い
、
補
助
金
制
度
の
説

明
と
水
洗
化
の
推
奨
を
実
施

す
る
、
町
の
広
報
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
啓
発
活
動
を
実

施
す
る
。

☆
河
川
浄
化
の
観
点
か
ら

も
、
水
洗
化
率
の
向
上
は
大

事
で
あ
る
。
ま
た
下
水
道
の

普
及
率
が
１
０
０
％
に
な
る

の
は
何
十
年
も
か
か
り
そ
う

で
あ
る
。
下
水
道
整
備
と
浄

化
槽
整
備
を
一
体
で
考
え

て
、
熊
取
町
の
河
川
浄
化
を

行
い
、
美
し
い
町
・
熊
取
町

の
整
備
を
行
っ
て
も
ら
い
た

い
。

　
　
「
ヤ
ク
ル
ト
愛
の
一
声

運
動
」
が
廃
止
に
な
る
が
、

独
居
老
人
対
策
と
し
て
、
こ

れ
に
代
わ
る
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
①
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
見
守
り
を
行
う

②
災
害
時
要
援
護
者
制
度
の

整
備
に
、
よ
り
地
域
見
守
り

体
制
の
充
実
を
図
る
。

③
緊
急
通
報
装
置
の
利
用
推

奨
す
る
。

　
以
上
３
点
を
考
え
て
い
る
。

　
　
災
害
時
要
援
護
者
制
度

は
、
災
害
時
だ
け
で
な
く
、

常
日
頃
か
ら
見
守
る
体
制
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

　
　
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
。
区
長
・
民
生
委
員
・
地

区
福
祉
委
員
の
方
々
の
連
動

と
協
力
に
よ
り
、
制
度
を
充

実
さ
せ
た
い
。

     

　
下
水
本
管
が
敷
設
さ
れ

る
と
、
水
洗
化
を
３
年
以
内

に
行
う
こ
と
と
法
律
で
決
め

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
行

わ
な
い
理
由
は
？

　
　
未
水
洗
化
の
全
戸
調
査

を
行
っ
た
が
、
57
％
は
、
経

済
的
理
由
で
あ
る
。

　
　
１
年
間
だ
け
で
も
水
洗

化
推
進
年
間
と
し
て
、
特
別

に
補
助
金
を
倍
増
す
る
と

言
っ
た
促
進
策
を
考
え
な
い

か
？

　
　
公
平
の
原
則
か
ら
出
来

な
い
。

　
　
熊
取
町
の
水
洗
化
率
推

移
は
？

　
　
Ｈ
20
年
度
92
・
7
％
、

21
年
度
92
・
7
％
、
22
年
度

見
込
み
93
・
5
％
で
あ
る
。

　
　
具
体
的
に
水
洗
化
率
向

上
の
た
め
に
何
を
や
る
の

か
？

図
書
室
へ
の
冷
暖
房
機
器
の
設
置
が
実
現
！

小
中
学
校
の
各
教
室
に
は
扇
風
機
を
設
置
！

糀
谷

　直
人

問答答答 問問

問

問

問

答

答 答

　
　
財
源
は
。

　
　
そ
の
一
部
は
、
地
域
活

性
化
交
付
金
（
住
民
生
活
に

光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
）
が
当

て
ら
れ
ま
す
。
こ
の
交
付
金

は
、
こ
れ
ま
で
住
民
生
活
に

と
っ
て
大
事
な
分
野
で
あ
り

な
が
ら
、
光
が
十
分
に
当
て

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野

(

地
方
消
費
者
行
政
、
Ｄ
Ⅴ

対
策
・
自
殺
予
防
等
の
弱
者

対
策
・
自
立
支
援
、
知
の
地

域
づ
く
り)

に
対
す
る
地
方

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。

☆
全
小
中
学
校
の
図
書
室
に

空
調
機
器
を
、
普
通
教
室
に

扇
風
機
を
新
た
に
設
置
し
、

快
適
な
教
育
環
境
を
要
望
ど

お
り
確
保
し
て
頂
い
た
事
に

感
謝
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
日
本
列
島
各
地

で
記
録
的
な
猛
暑
に
苦
し
め

ら
れ
ま
し
た
。
平
成
22
年
12

月
議
会
で
、
小
中
学
校
の
各

教
室
と
図
書
室
に
空
調
機
器

の
設
置
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
　
図
書
室
へ
の
冷
暖
房
機

器
の
設
置
は
。

　
　
各
図
書
室
に
設
置
し
ま

す
。

　
　
費
用
は
ど
れ
だ
け
か
。

　
　
小
学
校
の
図
書
室
で
は

約
１,
０
４
０
万
円
。
中
学

校
で
は
約
５
８
２
万
円
。

　
　
小
中
学
校
の
教
室
に
冷

暖
房
機
器
を
設
置
す
る
の

か
。

　
　
扇
風
機
を
設
置
し
ま

す
。

　
　
そ
の
費
用
は
。

　
　
小
学
校
で
は
約
１,
０

４
５
万
円
。
中
学
校
で
は
２

９
７
万
円
。

問答

問答

問答 問答問答

一
般
質
問

問

：

下
水
の
水
洗
化
率
向
上
対
策
は
？

答

：

臨
戸
訪
問
に
よ
り
、
説
明
と
推
奨
及
び
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
啓
発

　
　活
動
を
行
う
。

問

：

独
居
老
人
対
策
は
？

答

：

災
害
時
要
援
護
者
制
度
の
充
実
等
に
よ
り
対
応
す
る
。

大
村

　敏
夫

クーラーが設置される予定の熊取北中学校の図書室



ご
み
ゼ
ロ
推
進
員
の
効
果

中
学
校
の
暖
房
設
備
は

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事
業
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　本
年
度
の
公
民
館
文
化

事
業
の
企
画
立
案
に
、
住
民

に
参
加
し
て
頂
き
、
ま
た
、

文
化
芸
術
振
興
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
も
意
見
を
頂
く
。

　
　駅
下
に
ぎ
わ
い
館
の
使

用
に
つ
い
て

　
　12
月
末
時
点
で
、
２
・

４
倍
の
集
客
で
あ
る
。
イ
ベ

ン
ト
の
実
績
は
、
に
ぎ
わ
い

創
出
の
と
し
て
、
色
々
試
行

錯
誤
の
中
、
各
種
行
な
っ
て

き
て
い
る
が
、
マ
ン
ネ
リ
化

の
防
止
と
い
う
点
に
留
意
し

て
従
来
の
公
の
施
設
と
は
一

味
違
う
手
作
り
感
溢
れ
た
施

設
運
営
に
心
掛
け
観
光
情
報

の
発
信
も
含
め
更
な
る
有
効

活
用
に
取
組
ん
で
い
く
。

　
　ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

事
業
に
つ
い
て

　
　東
京
都
が
実
施
す
る
事

業
で
、
公
共
施
設
を
活
用
場

所
と
し
て
開
放
し
、
住
民
が

気
軽
に
文
化
芸
術
に
触
れ
る

機
会
を
提
供
す
る
目
的
で
あ

る
。
本
町
に
お
い
て
は
、
大

阪
府
の
子
ど
も
た
ち
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
支
援
す
る

事
業
「
輝
け
、
子
ど
も
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
事
業
」
の
発
表

場
所
の
１
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
様
な
事
を
加
味

し
て
施
設
運
営
の
あ
り
方
を

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　今
後
の
文
化
政
策
方
針

に
つ
い
て

　
　広
域
的
な
文
化
活
動
で

あ
る
が
、
煉
瓦
館
の
２
割

が
、
町
外
の
申
込
で
あ
る
。

本
町
が
主
導
し
た
広
域
的
活

動
は
具
体
的
に
は
な
い
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
施

設
情
報
を
内
外
に
発
信
し
て

ゆ
く
。

　
　現
在
の
文
化
振
興
全
般

に
つ
い
て

　
　フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
マ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
・
煉
瓦
館
ア
ー
ト

展
な
ど
の
各
種
の
文
化
振
興

に
努
め
て
い
る
。

　
　煉
瓦
館
・
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
・
公
民
館
の
稼
働
率

に
つ
い
て

　
　過
去
五
年
間
の
稼
働
率

は
、煉
瓦
館
で
、28
％
・
36
％
・

42
％
・
48
％
・
55
％
。
勤
労

で
、26
％
・
23
％
・
24
％
・

22
％
・
22
％
。
公
民
館
で
、

33
％
・
31
％
・
30
％
・
31
％
・

31
％
。会
館
ホ
ー
ル
で
、37
％
・

36
％
・
40
％
・
44
％
・
40
％
。

　
　も
っ
と
稼
働
率
を
上
げ

る
方
策
は

　
　新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
空

情
報
を
告
知
す
る
。

　
　住
民
へ
の
施
設
使
用
の

告
知
に
つ
い
て

　
　学
校
現
場
の
意
見
を
聞

い
て
い
き
た
い
。

☆
暑
さ
寒
さ
を
気
に
せ
ず
勉

学
で
き
る
環
境
を
！

　　
　こ
れ
か
ら
の
計
画
と
ス

タ
ー
ト
時
期
は
？

　
　６
歳
ま
で
の
家
庭
訪
問

型
の
事
業
で
親
の
情
緒
安
定

を
図
り
子
ど
も
の
成
長
発
達

を
目
指
し
ま
す
。
大
阪
府
の

研
修
を
受
講
し
た
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
り
「
ホ
ー
ム
ス

タ
ー
ト
く
ま
と
り
準
備
会
」

が
立
ち
上
が
り
、
今
後
「
ホ

ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
養
成
講
座
」
の

費
用
を
中
心
に
町
が
補
助

し
、
10
月
よ
り
家
庭
訪
問
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　　
　２
年
間
の
効
果
は
？

　
　リ
バ
ウ
ン
ド
す
る
こ
と

な
く
減
量
化
を
達
成
し
て
い

る
。
協
働
の
精
神
で
進
め
て

行
き
た
い
。

☆
誰
が
ご
み
ゼ
ロ
推
進
員
か

知
ら
な
い
住
民
も
多
い
。
協

働
な
ら
ば
と
も
に
汗
か
く
関

係
を
築
い
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

　
　20
ℓ
袋
の
回
収
状
況

は
？　月

１
回
資
源
ご
み
の
ル
ー

ト
で
回
収
で
き
な
い
か
？

　
　10
月
か
ら
１
月
ま
で
の

申
し
込
み
は
86
袋
で
あ
っ

た
。
た
と
え
月
１
回
で
あ
っ

て
も
減
量
化
の
意
識
を
後
退

さ
せ
る
。

☆
86
袋
は
１
ヶ
月
に
す
る
と

30
袋
に
も
な
ら
な
い
。
各
地

域
１
〜
２
袋
で
あ
る
。
有
料

の
袋
に
名
前
を
書
い
て
出
せ

ば
問
題
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　
　格
差
と
貧
困
が
広
が
っ

て
い
る
中
、
低
所
得
者
や
高

齢
者
に
課
税
が
強
化
さ
れ
て

い
る
が
、
徴
収
に
無
理
は
な

い
か
？
又
徴
収
状
況
の
把
握

の
方
法
は
？

　

　
　督
促
状
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
電
話
、
催
告
書

を
送
付
そ
の
後
、
財
産
調
査

を
行
い
、
対
象
者
の
生
活
状

況
を
把
握
し
、
処
分
の
事
前

通
告
後
、
滞
納
処
分
を
し
て

い
る
。
納
付
相
談
に
つ
い
て

も
受
け
付
け
る
こ
と
を
知
ら

せ
て
い
る
。

☆
生
活
が
困
難
な
方
に
は
総

合
的
な
暮
ら
し
を
守
る
行
政

を
行
う
べ
き
。

　　
　中
学
校
で
の
暖
房
の
計

画
は
？

（13）

熊
取
の
文
化
政
策
に
つ
い
て

腕
野

　幸
博

問

問問

問

答問問 答

答答答

問答

答

問答

問答

問

問問 答 答答

一
般
質
問

滞
納
事
案
の
無
理
な

徴
収
は
な
い
か
？

小
型
不
燃
ご
み
の
回
収

滞
納
事
案
、
中
学
校
の
暖
房
設
備
、

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事
業
、
ご
み
ゼ
ロ
推
進
員
の
効
果
、

小
型
不
燃
ご
み
の
回
収
方
法
変
更
は
？

日
本
共
産
党

　鱧
谷

　陽
子

会
派
代
表
質
問
3
月（
予
算
）・
9
月（
決
算
）定
例
会
に

お
い
て
会
派
を
代
表
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
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ジ
に
掲
載
す
る
と
共
に
住
民

情
報
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
す
る

よ
う
努
め
る
。
内
容
が
個
人

的
な
相
談
・
苦
言
で
あ
る
も

の
や
個
人
情
報
が
漏
れ
る
恐

れ
の
あ
る
も
の
は
公
開
出
来

ま
せ
ん
。
今
後
も
住
民
に
開

か
れ
た
町
づ
く
り
を
進
め
る

為
に
広
報
広
聴
活
動
の
更
な

る
充
実
に
努
め
て
い
く
。

　
　町
道
に
つ
い
て
は
、
毎

年
、
舗
装
・
補
修
が
為
さ
れ

て
い
る
が
整
備
や
町
道
認
定

を
ど
の
よ
う
な
基
準
で
決
め

て
い
る
の
か
？
ま
た
私
道
を

利
用
す
る
住
民
の
要
望
・
問

題
点
に
対
す
る
対
応
は
？

　
　舗
装
・
補
修
の
整
備

は
、
自
冶
会
か
ら
の
要
望
に

基
づ
き
現
場
の
目
視
で
予
算

の
範
囲
内
で
実
施
し
て
い

る
。今
後
は
、「
熊
取
町
舗

装
・
補
修
計
画
」を
策
定
、
優

先
順
位
を
明
確
に
し
て
自
治

会
の
協
力
を
得
な
が
ら
維
持

管
理
に
努
め
る
。
判
定
項
目

は
、交
通
量
・
た
わ
み
・
段
差
・

亀
の
甲
・
ク
ラ
ッ
ク
・
骨
材

の
飛
散
・
音
鳴
り
・
振
動
・

の
８
項
目
に
加
え
歩
行
者
の

視
点
か
ら
「
歩
き
や
す
さ
」

も
判
定
項
目
に
追
加
す
る
。

私
道
か
ら
町
道
へ
の
認
定
に

つ
い
て
は
、
「
本
町
開
発
指

導
要
綱
の
道
路
施
設
に
関
す

る
施
行
基
準
」
に
合
致
す
れ

ば
検
討
を
行
う
。

　
　住
民
か
ら
役
場
に
寄
せ

ら
れ
る
要
望
や
苦
情
に
対
し

て
、
個
人
情
報
に
注
意
を
払

い
相
談
記
録
票
に
記
載
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す
る

考
え
は
な
い
の
か
？

　
　住
民
の
要
望
を
的
確
に

把
握
し
、
行
政
運
営
に
反
映

で
き
る
為
に
第
３
次
総
合
計

画
の
も
と
町
政
に
対
す
る
住

民
の
意
見
・
提
案
を
直
接
聞

く
機
会
が
必
要
で
あ
り
、
開

か
れ
た
町
政
を
展
開
す
べ
き

と
考
え
る
。
本
町
に
於
い
て

全
庁
的
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情

要
望
等
に
対
し
て
適
正
迅
速

に
事
務
処
理
が
行
え
る
よ
う

に
す
る
。「
わ
が
町
提
案
箱
」

の
対
応
や
改
善
内
容
に
対
す

る
建
設
的
・
創
造
的
な
提
案

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　平
成
21
年
中
の
駅
前
で

の
街
頭
犯
罪
件
数
と
比
較
し

て
15
件
減
（
率
で
は
９
・

１
％
減
）
で
あ
る
。
直
接
の

因
果
関
係
は
わ
か
ら
な
い

が
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る
抑

止
力
が
働
い
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
　防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る
犯

罪
抑
止
力
が
期
待
さ
れ
る

が
、
今
後
の
計
画
は
。

　
　国
か
ら
の
交
付
金
に
よ

る
府
下
設
置
対
象
18
市
に
は

本
町
は
含
れ
て
い
な
い
。

対
象
市
に
設
置
予
定
が
な
い

場
合
、
効
果
が
期
待
さ
れ
る

箇
所
へ
の
設
置
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
泉
佐

野
警
察
署
に
働
き
か
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　イ
ノ
シ
シ
対
策
の
電
気

柵
が
府
の
補
助
で
高
田
地
区

に
設
置
さ
れ
、
効
果
が
あ
る

よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
そ
の

他
地
区
に
お
い
て
設
置
の
計

画
予
定
は
あ
る
か
。

　
　現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
他

地
区
か
ら
要
望
は
な
い
が
、

被
害
の
広
が
り
か
ら
、
府
の

補
助
の
動
向
に
注
視
し
な
が

ら
本
町
の
助
成
金
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
中
で
、
小
規
模

設
備
の
助
成
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
。

☆
猟
友
会
と
協
議
を
し
、
時

期
・
季
節
を
問
わ
ず
捕
獲
で

き
る
よ
う
な
対
応
を
し
て
ほ

し
い
。

　
　地
産
地
消
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　
　学
校
給
食
に
お
い
て
給

食
週
間
に
地
元
産
米
を
提
供

し
て
い
る
。
野
菜
等
に
つ
い

て
も
検
討
協
議
を
進
め
て
行

き
た
い
。

　
　教
室
の
扇
風
機
の
設
置

以
外
に
何
を
検
討
し
た
の
か
。

　
　冷
暖
房
機
の
設
置
も
検

討
し
た
が
、
多
額
の
費
用
が

必
要
と
な
る
た
め
現
時
点
で

の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

１
つ
の
教
室
に
付
き
、
扇
風

機
を
４
台
設
置
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

☆
強
制
換
気
に
よ
る
負
圧
を

利
用
し
た
換
気
法
が
効
率
的

で
は
な
い
か
。

　
　校
舎
の
壁
面
を
高
木
等

で
遮
光
、
ま
た
屋
上
緑
化
の

計
画
は
な
い
か
。

　
　現
時
点
で
の
計
画
は
な

い
。
今
後
検
討
す
る
。

　
　昨
年
駅
前
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
さ
れ
た
が
、
犯
罪

件
数
は
変
化
し
た
の
か
。

学
校
の
暑
熱
対
策
・
安
心
安
全
な
街
づ
く
り
・

農
業
振
興
に
つ
い
て

新
政
ク
ラ
ブ

　鈴
木

　
　実

行
政
運
営
に
「
住
民
の
声
」
を
双
方
向
で
反
映
せ
よ

自
治
会
要
望
の
舗
装
・
補
修
を
計
画
的
に
整
備
せ
よ

公
明
党

　白
間

　泰
男

問答

問答

答答

答 答

答答

情
報
化
推
進
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

町
道
の
舗
装
・
補
修
計
画

に
つ
い
て

学
校
の
暑
熱
対
策
に
つ
い
て

農
林
業
振
興
に
つ
い
て

安
心
安
全
な
街
づ
く
り
に

つ
い
て

会
派
代
表
質
問

問問問

問問

問
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　地
震
が
起
こ
れ
ば
町
内

で
３,
２
４
５
人
が
被
災
す

る
と
仮
定
し
、
３,
３
０
０

食
の
備
え
を
し
て
い
る
。

　
　万
が
一
被
害
に
あ
っ
た

時
、
す
ぐ
に
立
ち
直
る
力
を

持
っ
て
い
る
の
か
。
重
機
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
　災
害
時
に
お
け
る
応
援

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
　ど
こ
と
協
定
を
結
ん
で

い
る
の
か
。

　
　熊
取
建
設
協
会
、
熊
取

緑
化
協
会
と
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

で
す
。

　い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か

ら
な
い
災
害
に
備
え
、
大
切

な
命
を
守
り
、
出
来
る
だ
け

被
害
を
減
ら
し
、
万
が
一
被

害
に
あ
っ
た
時
す
ぐ
立
ち
直

る
力
を
一
人
一
人
が
身
に
つ

け
る
た
め
、
防
災
教
育
が
必

要
で
あ
る
。

　
　子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ

う
な
防
災
教
育
を
し
て
い
る

の
か
。

　
　理
科
や
社
会
、
特
別
活

動
な
ど
の
時
間
に
教
え
て
い

る
。
３
・
４
年
生
で
は
、
地

域
の
防
災
。
６
年
生
は
地
震

へ
の
対
応
。
自
然
災
害
な

ど
。　

　中
学
生
に
対
し
て
は
。

　
　地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

教
え
た
り
、
避
難
訓
練
を
し

て
い
る
。

　
　震
災
体
験
者
に
授
業
で

子
ど
も
た
ち
に
話
を
し
て
も

ら
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　そ
う
い
う
こ
と
が
出
来

れ
ば
よ
い
と
思
う
。

☆
今
後
と
も
子
ど
も
た
ち
に

防
災
教
育
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
南
島

で
起
き
た
Ｍ
６
・
３
の
地
震
。

多
数
の
死
傷
者
が
で
た
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
は
昨
年

９
月
に
も
、
Ｍ
７
・
０
の
地

震
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
被

災
者
の
無
事
を
祈
る
と
と
も

に
、
と
て
も
人
ご
と
で
は
な

い
と
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
日

本
も
同
じ
「
地
震
国
」
で
あ

る
。
何
よ
り
も
肝
心
な
の
は

日
頃
か
ら
の
備
え
で
あ
る
。

　
　備
蓄
物
資
の
更
新
は
。

　
　小
学
校
に
備
蓄
し
て
い

る
生
活
必
需
品
を
毎
年
、
一

校
ず
つ
交
換
を
し
て
い
る
。

　
　備
蓄
の
量
は
十
分
と
い

え
る
か
。

　
　大
阪
府
の
基
準
を
満
た

し
て
い
る
。

　
　基
準
を
満
た
し
て
い
る

だ
け
で
大
丈
夫
と
い
え
る
の

か
。

「
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
そ
こ
へ
至
る
具
体
的
・

段
階
的
実
行
計
画
を
策
定
し
て

は
ど
う
か
？

　
　「
ホ
ウ
素
中
性
子
捕
捉

療
法
」
の
技
術
は
医
療
と
し

て
承
認
さ
れ
て
い
な
い
。
現

状
で
は
、
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
は
困
難
。

　
　厚
労
省
に
働
き
か
け

て
、
医
療
承
認
が
い
つ
頃
に

な
る
か
、
早
く
確
認
す
る
べ

き
だ
。
そ
の
答
え
に
基
づ

き
、
熊
取
町
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
民
間
の
関

係
す
る
業
界
に
参
画
い
た
だ

き
、
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ

ジ
ョ
ン
を
早
い
段
階
で
作
る

べ
き
と
思
う
が
如
何
？

　
　ま
ず
、
医
療
承
認
を
受

け
る
こ
と
が
当
面
の
急
務
と

考
え
て
い
る
。

　
　大
阪
府
の
橋
下
知
事

は
、
大
阪
都
構
想
を
発
表

し
、
大
阪
市
・
堺
市
の
分
割

を
行
い
、
基
礎
自
治
体
を
人

口
30
万
〜
40
万
人
規
模
に

し
、
大
阪
府
の
権
限
を
府
下

の
全
自
治
体
に
権
限
移
譲
を

行
い
た
い
と
言
っ
て
い
る

が
、
も
し
こ
れ
が
実
現
す
れ

ば
、
熊
取
町
と
し
て
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け

る
の
か
？

　
　知
事
か
ら
特
別
に
具
体

的
な
話
を
聞
い
て
い
な
い
。

知
事
は
大
阪
市
・
堺
市
と
の

二
重
行
政
の
解
消
が
狙
い
と

理
解
し
て
い
る
。

☆
橋
下
知
事
は
、
大
阪
都
構

想
が
府
議
会
で
承
認
さ
れ
れ

ば
、
熊
取
周
辺
自
治
体
の
合

併
問
題
が
出
て
く
る
お
そ
れ

あ
り
と
考
え
る
。
町
長
と
し

て
知
事
に
具
体
的
に
確
認
し

て
も
ら
い
た
い
。

　
　熊
取
町
の
税
収
増
対
策

の
５
年
先
・
10
年
先
の
対
策

は
？　

　町
税
収
入
は
、
８
年
ぶ

り
の
大
幅
減
で
あ
る
。

　対
策
と
し
て
、
子
育
て
支

援
策
・
教
育
環
境
充
実
等
で

住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
進
め

る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
転

入
促
進
を
図
り
た
い
。
特
に

熊
取
か
ら
出
て
行
っ
た
子
供

た
ち
が
、
再
度
、
熊
取
に

帰
っ
て
き
て
住
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　そ
の
具
体
的
対
策
を
い

つ
ま
で
に
作
る
の
か
？

　
　１
年
以
内
の
早
い
段
階

で
策
定
す
る
。

　
　京
大
原
子
炉
研
究
所
の

画
期
的
ガ
ン
治
療
技
術
の
「
ホ

ウ
素
中
性
子
捕
捉
療
法
」
を
核

と
し
て
、
近
い
将
来
、
熊
取
町

の
税
収
増
を
実
現
す
る
た
め
の

（15）

災
害
用
備
蓄
物
資
の
更
新
や
防
災
訓
練
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
る
の
か
？

子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
防
災
教
育
を
し
て
い
る
の
か
？

緑
風
会

　糀
谷

　直
人

問問

問

問問 答

答答答

問答

答 問答問答

問答答

答

問問

問問 答 答

会
派
代
表
質
問

問

：

熊
取
町
の
税
収
増
対
策
は
？

答

：

住
宅
都
市
と
し
て
、
転
入
促
進
が
柱
。
特
に
熊
取
か
ら

　
　出
て
行
っ
た
子
供
た
ち
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
重
要
。

新
風
ク
ラ
ブ

　大
村

　敏
夫
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（16）

　熊
取
町
議
会
議
員
に
新
た

な
体
制
と
し
て
14
名
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
議
会
基
本
条

例
の
精
神
を
深
め
な
お
一

層
、
住
民
に
開
か
れ
た
議
会

に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
町
議
会
だ
よ
り

は「
創
刊
号
」よ
り
13
号
を
数

え
る
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
親
し
み
や
す
く
、

読
み
や
す
く
、
解
り
や
す
い

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

編
集
作
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　広
報
委
員
会

　
　委
員
長

　白
間
泰
男

　
　副
委
員
長

　文
野
慎
治

　
　委

　
　員

　鱧
谷
陽
子

　
　委

　
　員

　鈴
木

　実

　
　委

　
　員

　田
中
正
旗

　
　委

　
　員

　大
村
敏
夫

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記

政
務
調
査
費
の
公
表

日
本
共
産
党

○
研
究
研
修
費

第
52
回
自
治
体
学
校
in
福
井

　３
名
参
加

　７
月
31
日
〜
８
月
２
日

　分
科
会

　「
子
ど
も
政
策
と
子
ど
も

　
　の
貧
困
」

　「
地
域
経
済
の
再
生
に
む

　
　け
て
」

　「
敦
賀
で
学
ぶ
、
原
子
力

　
　発
電
所
と
地
域
問
題
」

○
公
聴
費

「
私
の
願
い
聞
い
て
よ
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
実
施

政
勇
ク
ラ
ブ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
料

○
会
派
広
報

○
埼
玉
県
富
士
見
市
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
利
彩
館
視
察

新
政
ク
ラ
ブ

　観
光
農
園
事
業
の
運
営
に

つ
い
て
視
察
（
糸
満
市
）

　市
立
博
物
館
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
視
察（
宜
野
湾
市
）

　広
報
費
と
し
て
一
回
議
会

報
告
チ
ラ
シ
を
配
布

公
明
党

○
広
報
費
と
し
て
、
年
４
回

町
議
会
報
告
チ
ラ
シ
を
配
布

○
10
月
14
日（
木
）福
島
県
会

津
若
松
市

　議
会
改
革
の
取

り
組
み
・
10
月
15
日（
金
）郡

山
市
（
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
）
を
視
察

○
そ
の
他
の
経
費
と
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
料

新
風
ク
ラ
ブ

○
８
月
１
日
明
石
市
市
議
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
視
察

○
１
月
24
日
・
25
日
富
士
見

市
環
境
セ
ン
タ
ー
及
び
粗
大

ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

視
察

○
そ
の
他
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
使
用
料

緑
風
会

　観
光
農
園
事
業
の
運
営
に

つ
い
て
視
察
（
糸
満
市
）

　市
立
博
物
館
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
視
察（
宜
野
湾
市
）

　広
報
費
と
し
て
一
回
議
会

報
告
チ
ラ
シ
を
配
布

「第52回自治体学校
  in福井」参加費、住
  民アンケート印刷代・
  郵便代等

インターネッ利用料
会派広報
視察旅費等

インターネッ利用料
会派広報
視察旅費等

インターネッ利用料
地域公共交通政策
セミナー参加費等        

インターネッ利用料
会派広報
視察旅費等

インターネッ利用料
会派広報
視察旅費等

インターネッ利用料
会派広報
視察旅費等

平成
22年度

政 務 調 査 費 の 使 途 一 覧 表

会　　　派 議員名 支出合計
内　　　　訳

収　入
（利息含）

残　額
払戻額 主なもの研　究

研修費
調　査
旅　費

資　料
作成費

資　料
購入費 広報費 広聴費 事務費 その他

政勇クラブ

新政クラブ

公 明 党

新風クラブ

緑 風 会

熊 取 未 来
ク　ラ　ブ

日本共産党熊
取町会議員団

坂上巳生男
江川　慶子
鱧谷　陽子

文野　慎治
田中富士雄
腕野　幸博

鈴木　　実
矢野　正憲

渡辺　豊子
白間　泰男

大村　敏夫
奥野　博通

糀谷　直人
田中　正旗

藤原　敏司

¥360,010

¥360,017

¥240,012

¥240,012

¥240,015

¥240,011

¥90,005

¥348,135

¥359,450

¥212,075

¥215,546

¥240,015

¥237,391

¥22,484

¥210,580

¥43,740

¥0

¥0

¥0

¥0

¥18,300

¥0

¥119,440

¥113,280

¥144,660

121,380

¥113,280

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥3,780

¥0

¥0

¥7,920

¥7,920

¥0

¥0

¥0

¥175,350

¥64,785

¥52,080

102,349

¥64,785

¥0

¥89,625

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥31,600

¥8,730

¥25,644

¥2,520

¥0

¥50,960

¥0

¥12,550

¥12,550

¥8,366

¥8,366

¥8,366

¥8,366

¥4,184

¥11,875

¥567

¥27,937

¥24,466

¥0

¥2,620

¥67,521


